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	玉川学園・南大谷地区協議会 ニュース
	第16回さくらめぐり・はなびら市
	みんなの広場で地域が繋がる！「さくらめぐり・はなびら市」  3月28日（土）開催

	第一回   玉川学園「持ってけ堂」ぶらぶらまち歩き
	地域交通事業プロジェクト 「さくら号」の次へ「まちかど号」事業の開始
	コロナ禍で玉川学園地区を走るコミュニティバス「玉ちゃんバス」が赤字に落ち入り大幅減便になったのをきっかけに、2022年秋、玉川学園町内会、NPO法人桜実会、玉川学園地区社会福祉協議会、NPO法人玉川学園地区まちづくりの会の各代表や責任者が集まり、これからの移動手段を検討する「地域交通を考える会」が立ち上がりました。 以後検討を重ね、2023年6月から1年間の実証実験として、7、8丁目の急な坂道や細道を小まわりする「乗合サービスさくら号」の運行をNPO法人桜実会の地域貢献活動として始めました。大変評判が良く、1日平均10人と安定利用され、今でも引き続き運行しています。
	ただ、一層の高齢化独居化が進む中、「坂と階段のまち玉川学園」で尊厳や生き甲斐を持って住み続けられるためには、家から出やすいこと、つまり目的地に向かう移動のハードルを少しでも低くすることですが、公共交通やタクシーの担い手が減り車移動が難しくなってきており、見守り型の付き添い移動支援が待ったなしの状態です。そこで、さくら号の次の手段として、2024年7月より、交通弱者の通院苦難を少しでも救えるよう自宅から病院への移動をサポートする「オンデマンド・目的地限定・利用者限定・見守り付き添い」型の移動支援を検討準備してきました。 いよいよ、2026年度よりNPO法人玉川学園地区まちづくりの会の4つ目のプロジェク「地域交通事業プロジェクト」として、まちかど号の運行を実施します。 担当：木村真理子
	おかげさまで大変評判が良く、事前に知っていたら出店したかったと言う声を多くいただきました。今回はNPO法人玉川学園地区まちづくりの会地域資源活性化プロジェクトの有志で実行しましたが、次回からはいただいた要望に応えられるよう準備を協力してくれる実行メンバーを募ったり開催方法を検討していくことになりそうです。 担当：木村真理子
	玉川学園・南大谷地区協議会 ２０２5年度総会のご案内
	日時：２０２６年６月７日（日）１３：３０〜１５：００ 場所：玉川学園コミュニティセンター　２F多目的室 懇親会：１５：３０〜１６：４５（参加自由） 　※詳細は、HPにてご案内予定



